
■無いものねだり■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 249 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：複式簿記入門講座・土曜連続開催 

 

先週の土曜日、I さんからの依頼で急遽「複式簿記入門講座」を開催しました。 

「目からウロコ、受講してよかったです！」と感激していただいたので、急遽連続開催することにしました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

あなたは「複式簿記は難しい」と思ってませんか？ 

それは食わず嫌いというものです。 

世界中の人が使う「世界の常識」です。 

そこで、この講座では、複式簿記のやり方を２時間で伝授します。 

青色申告、会社の決算はもう怖くなくなりますよ！ 

 

講師：松村拓也 

http://nanoni.co.jp/nanoni_about/takuya/ 

 

日 時：２月１５、２２、２９、3 月７、１４日(土) 10-12 時 

参加費：3000 円 

■セミナーの内容 

１．財務の概要 

２．B/S、P/L、資金繰り、決算の実習 

３．質疑応答・個別相談 

  

■参加者へのお願い 

実習で使用しますので、可能な限りノートパソコンをご持参下さい。 



また、すでに事業計画や資金繰りなどを作成している方は、お手持ちの資料をご持参下さい。 

 

なお、午後や夜も開催可能ですので、気軽にご相談ください。 

参加希望の方は、このメールに返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：無いものねだり 

 

先週僕は、マレーシアのコタキナバルと、ブルネイを訪ねる旅行に行ってきた。 

マレーシア連邦は、現在マレー半島の南側部分とボルネオ島の北部を合わせた国土を持つが、そもそも第 2 次世

界大戦の戦後処理の中でフィリピンやインドネシアを含む広域酷夏の構想からスタートしたという。 

このエリアには中国系、インド系、マレー（現地）系の人々が暮らしているが、マレー系の住民が過半を占める

国家をつくるため、今の範囲に落ち着いた。 

だが、そのプロセスの中で、中国系住民が多いシンガポールが追放に近い独立を余儀なくされた一方で、独立に

こだわったブルネイ王は英国に巧みに利用することで連邦の枠から外れ、1984 年に独立を果たした。 

太平洋戦争の主戦場となったこのエリアが、東南アジアの中でも天然資源に恵まれていることは言うまでもない。 

その意味で、資源がもたらす富と社会の関係を考えさせられる旅となった。 

・ 

これまで 2 回訪問したシンガポールと、今回訪問したマレーシア、ブルネイは、富と社会の関係において見事に

3 種類の様相を見せている。 

マレーシアとブルネイは、共に豊かな資源に恵まれているが、シンガポールにはめぼしい資源はない。 

資源が生み出す富を部族や地域で奪い合うマレーシアに対し、完全に独占するブルネイの王朝は、世界 4 位の富

豪と言われる。 

シンガポールは場所の利便性を生かし、交易や金融の拠点として豊かな経済を実現し、ブルネイは王室の富を国

家運営に活用し、社会福祉の充実した豊かな国民生活を実現しているのに対し、マレーシアは格差と腐敗に満ち

た不満だらけの社会となっている。 

アジアにおける国民一人当たりの GDP 順位は、シンガポール 2 位、日本 4 位、ブルネイ 6 位、マレーシア 9 位

という順番だ。 

・ 

ブルネイ国王の所有資産は 200 億ドル(2.5 兆円)と言われ、ブルネイの国家予算 45 億ドルの数倍に当たる。 

ガイドの説明では、毎秒 100 ブルネイドル（約 80 円）の収益が世界中の事業や投資から生まれているので、そ

の 365 日分は約 2.5 兆円だから、先ほどの資産額も頷ける。 

ブルネイの国民はほとんど納税しておらず、教育や医療はもちろん無料で、住宅や車の購入に際しては、その頭

金の支給やキャッシュバックまであるという。 

今回僕たちが宿泊したロイヤルエンパイアホテルは、もともと王族たちの別荘だったものをホテル化したという

が、500 を超える客室はすべてが 60 ㎡以上の広さで、冷蔵庫内のドリンクやお菓子はすべて無料になっている。 

王室が生活する王宮には、1700 以上の部屋があり、高級車のコレクション 7,000 台のうち、3,000 台がここの駐

車場に置いてあるそうだ。 

・ 

ツアーの中で、水上生活者の住居を見学したが、すべての家には国王夫妻と王室の記念写真が飾られていて、誰

もが国王を崇拝している。 



労働者の過半数は政府か王族企業に勤めており、ブルネイ王室という巨大企業の社員のようなもの。 

つまり、国王が主なら、すべての国民は主に使える従者であり、僕等は従者たちにもてなされる客ということに

なる。 

しかし、ほとんどすべての財源が石油に依存しているため、石油に頼らない産業の創出が急務となっている。 

昨年ロイヤルブルネイ航空が成田に乗り入れたのも、7 つ星と言われる豪華ホテルに一人 1 万円程度で泊まれる

のも、日本からの観光客誘致のためだ。 

だが、肝心のツアーガイドや観光客相手の店員たちはマレーシア国籍の中国人たちで、若いブルネイ人スタッフ

は上から目線で管理しているだけ。 

・ 

結局このツアーでガイドをしてくれたのは、日本での技術研修などで身に着けた日本語を駆使するハングリーな

マレー人たちだ。 

コロナウィルス問題で中国系の観光客が締め出されているために、観光地がガラガラとなり、中国人担当のガイ

ドたちも失業中だとか。 

でも、イケイケの中国人たちより、少しケチだけど礼儀正しい日本人が好きと、彼らは言う。 

そこで僕は、同じボルネオ島に暮らしているのに、ブルネイ人がうらやましくないのか、ブルネイ人になりたい

と思わないのかと訊ねてみた。 

すると彼らの答えは、「ブルネイの人たちは幸せだけど、みんな王様の家来だ。僕は苦しくても、貧しくても、王

様の家来になりたくない。」だった。 

・ 

今回の旅は、ボルネオ島の自然に触れたり、動物に出会ったりしたことはもちろんだが、王様を身近に感じ、豪

華ホテルに泊まることこそが主な目的だった。 

そして、そのどれもが新鮮で、とても楽しい経験だった。 

だが、それだけのこと。 

ジャングルで暮らしたいわけではないし、猿やワニと毎日会いたいわけでもないし、毎日豪華な部屋でごちそう

を食べたいわけでもない。 

まして、7,000 台の車や 1,700 室の豪邸を持ちたくもないということが、はっきりと自覚できた。 

より豊かになりたい･･･とは思うが、それは「豊かな状態」でなく、「豊かを求め続ける状態」でありたいという

ことだ。 

僕の無いものねだりとは、「無いものをねだる」でなく、「無いものをねだり続ける」ことだ、うん。 

 

http://nanoni.co.jp/20200209/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



（月）02/10 〇作業日 10-13 時 面談可（青葉台） 

   15-17 時 ●LDKショールーム（谷在家） 

（火）02/11 〇作業日 13-21 時 面談可（青葉台） 

 10-12 時 ★いづみプロジェクト（横浜） 

（水）02/12 〇作業日 11-21 時 面談可（青葉台） 

（木）02/13 〇作業日 13-19 時 面談可（笑恵館） 

 16-17 時 ★日本土地資源協会年次総会（笑恵館） 

 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）02/14 〇作業日 10-15 時 面談可（青葉台） 

   16-18 時 △世田谷区産業振興公社（三茶） 

 19-21 時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）02/15 〇作業日 09-17 時 面談可（笑恵館） 

10-12 時 ★地主の学校_3・まつむら塾（笑恵館） 

 19-21 時 △東大建築学科同期新年会（本郷） 

（日）02/16 ◎休業日 09-17 時 面談歓迎（青葉台） 

 

■その後の予定 

02/18 10-12 時 ★いづみプロジェクト（横浜） 

02/20 10-20 時 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

02/21 13-15 時 ★HFA 定例 MTG（渋谷） 

02/22 10-13 時 ★地主の学校_4・まつむら塾（笑恵館） 

02/23 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ２月例会（飯能） 

02/24 13-15 時 ★ひとさし指のノクターン（新宿） 

02/27 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

02/29 10-12 時 ★地主の学校_5・まつむら塾（笑恵館） 

03/07 10-17 時 ★地主の学校_6・まつむら塾（笑恵館） 

03/12 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/12 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/13 19-21 時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

03/14 10-17 時 ★地主の学校_7・まつむら塾（笑恵館） 

03/15 14-18 時 ★チャレンジアシストプログラム 合同報告会（新木場） 

03/17-18 ★地主の学校＠御宿（御宿） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 



自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


